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7.検証課題：多言語表示が必要な範囲の整理

ISO規格のピクトグラムを活用した案内表示の多言語化を計画することにより、
文字がなくても意思の疎通（移動の円滑化）がはかれると考えます。
単なる言語の多言語化だけを目指すのではなく、わかりやすいデザイン、
地域の景観・イメージを高めるデザイン、オリジナリティーもふまえて、
ホスピタリティ豊かなデザインの開発をご提案します。

ジャンルによりカラーリングも考慮しております。（ピクトサインの下に表記）
交通関係はグレイで統一しております。

今回の検証に多種に渡って使用することが予測されるピクトグラムです。
これらのピクトグラムにナンバーを付加し、一対で、記号と番号をみれば、各国の
言葉が入っていなくとも容易に案内図やマップから検索できると考えます。
これにより移動途中の指示標識や、施設案内板等わかりやすくかつ明確な情報として提供
できると考えます。
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7.検証課題：戦略的な情報提供

英語圏の観光客は周遊性観光を目指すため、各拠点から拠点の移動を円滑に行るような
案内表示や、誘導サインが必要となります。
そこで、移動途中の誘導サイン等の表記は、英語を追記した表記で、検証を行います。
少数のアジア圏の個人旅行者にも、不自由がないようにピクトグラムにナンバーリング
を施し、ガイドブックや、マップとの連携で、目的地への移動を容易にします。
同様にバス停、宿泊施設とも連動したナンバーリングを施すことで便利な手持ちマップを目指します。

ピクトグラム+ナンバーで、マップと
街中の案内図をリンクさせている。

同様に街中の指示標識にも
リンクをさせる

主要な観光ポイントの周辺に
建てる指示標識は、4カ国語で
表記し、拠点からの移動途中に
おいては、日本語と英語表記に
絞り、見やすくする。

ガイドブックにもピクトグラム+ナンバー
を入れたものを記載し、総合的な案内

表示の情報の提供を行う。
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ターミナル設置のバス停位置図及び路線図、観光情報

●駅前広場に新設予定の案内サイン
駅出口から出てすぐにサインを設置する。
多言語カラーリング、ナンバリングした路線図を掲載する。
サインの場所から乗場までの案内を行う。
主な観光地にどの路線で行くのか？何番ホームから出発するの
か？所要時間？降車バス停の情報、料金など掲載します。

現状

8.案内表示の手法
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施設付近から施設の中の誘導するサインと
して計画します。
ピクトグラム+ナンバーで、マップや案内図、
観光ガイド等とリンクさせた案内標識です。
また、施設名と共にあるラインは、観光名所
にちなんだ施設の種類を表します。

現状

8.案内表示の手法
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＜多言語化バス停＞

現状

8.案内表示の手法
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●バス路線図をナンバリング、カラーリング、多言語化

外国人観光客の移動容易化を促進するためには、多言語で明記する必要性がある。
併せて、各路線図をカラーリングし、バス停の色と連動させる。
また、各バス停にナンバリングを施し、英語が読めないアジア系観光客にも対応する。

桜のイメージで統一

現状

※イメージ

8.案内表示の手法
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●バスの利用方法

現状

8.案内表示の手法
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注意喚起サイン
●注意喚起におけるサインを多言語化
注意喚起として、多言語で明記する必要性がある。
特に、生命に関わる注意喚起を多言語化して掲出し
検証。立ち入ることにより生命の危険がある場合の
注意勧告をよびかけるサインを多言語化現状

8.案内表示の手法
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周辺観光地へのアクセス案内パンフレットの多言語化

今回の外国人観光客の移動容易化のための言語バリアフリー化用パンフレット提案として
2つのポイントがあります。

多言語化にピクトグラムを採用した各サイン類に連動し、パンフレットにも
各主要観光スポットに各ピクトグラムを記載します。

通常の多言語観光パンフレットにはあまり記載されていない、電車・バス
の乗り方説明を追記します。

ピクトグラムによるサインとの連動

公共交通機関の乗り方を追記

パンフレット構成案

各市町のピクトグラム、イメージ、キャッチコピー等の掲載

広域地図、広域アクセスマップ、関西空港からの電車・バスの説明の掲載

各市町の地図、地図上には各観光スポットのナンバー、
主要観光スポットの説明（写真、ピクトグラム、主要駅から 寄りバス停
の説明、徒歩の場合の説明、観光説明）の掲載

主要観光スポットあるいは、その他観光スポット（写真、ピクトグラム、主
要駅から 寄りバス停の説明、徒歩の場合の説明、観光説明）の掲載
（※桜井・橿原はお題の主要観光スポットが4・5箇所であり、おそらく他の
他観光スポットの掲載も必要と感じたため。吉野はお題の主要観光ス
ポット16箇所でほぼ網羅していると予想します）

電車・バスの乗り方の説明、主要駅付近のバス停場所、バスルート図、
目的地一覧、目的地別バス乗り場番号などの記載

表紙

裏表紙

P1-P2

P3-P4

P5-P6

8.案内表示の手法
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各市町のピクトグラム、イメージ、キャッチコピー等の掲載表紙

広域地図、広域アクセスマップ、関西空港からの電車・バスの説明の掲載裏表紙

パンフレット構成ビジュアル案

橿原橿原 吉野吉野

桜井桜井

8.案内表示の手法
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各市町の地図、地図上には各観光スポットのナンバー、
主要観光スポットの説明（写真、ピクトグラム、主要駅から 寄りバス停
の説明、徒歩の場合の説明、観光説明）の掲載

P1-P2

橿原橿原 吉野吉野

桜井桜井

8.案内表示の手法
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主要観光スポットあるいは、その他観光スポット（写真、ピクトグラム、主
要駅から 寄りバス停の説明、徒歩の場合の説明、観光説明）の掲載

P3-P4

橿原橿原 吉野吉野

桜井桜井

8.案内表示の手法
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橿原橿原 吉野吉野

桜井桜井

電車・バスの乗り方の説明、主要駅付近のバス停場所、バスルート図、
目的地一覧、目的地別バス乗り場番号などの記載

P5-P6

8.案内表示の手法
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【実施計画についての概要】

協議会、外国人モニター、関係各所からの意見も参考にし、設置・施工を検討。

その結果、

＜橿原地区＞

・実際に外国人モニターと視察し、かつ今井町保存組織と協議した結果、同町は風致地区、保存地区であり
地区景観にそぐわないピクトリアル、案内等は相応しくないとの結論に達した。また外国人モニターの意見
でも、「この日本的な景観の中に、目立ちわかり易くともあまりにもそぐわない案内等を出すことはかえって
外国人観光客を遠のかせる結果になる」との意見があり、当初よりも数量を減らし、かつ周辺景観にあった
デザインに変更した。

変更後のモニターでは外国人に好評であった。

＜吉野地域＞

・吉野山域については、観光客の殺到する観桜時期以前の事業完了が求められたため、一部の看板は除外
した。

・また吉野町自身の計画等もあり、現地要望に従って計画を一部変更した。

・吉野駅付近における整備は誘導サインに注力し、一般的な注意喚起サインに関しては今回の調査対象とし
ない。

・地元要請と外国人事前モニターによって、地図看板に加え多言語化リーフレットが各地アクセスに必要であ
ることがわかり、現存の日本語リーフレットを多言語化し印刷。案内所等に設置した。

＜桜井地区＞

・桜井駅周辺は桜井市、近畿日本鉄道、JR西日本等で土地の権利関係が複雑かつ判明しない部分がある。
特にJR所有地への設置はその許認可に時間がかかり、年度内に許可が下りる可能性がなく、一か所にと
どまった。

・地図や一部の案内看板に関してはすでに多言語化、ピクト化がなされているので、これらに関しては手を
加えない。

・奈良交通が運営する桜井市コミュニティーバスの社内、バス亭表示については桜井市が特に観光活性化
に力をいれている多武峯・談山方面に集中することにした。外国人モニターにとっても同地域はあまりなじ
みがないものの、日本史の重要な舞台であったことを知り、かつ実際に現地を訪れてみると魅力的な観光
地であることがわかり、同地区の多言語化を集中的に行うことにした。

・同路線バス車内における案内の必要性も考え、車中のLED式デジタル表示装置を導入し、降車バス停留
所、運賃、両替方法や簡単な観光案内を多言語並びにピクトにより行う。

・また桜井市はフランス・シャルトル市と姉妹都市提携なども行い、地域によっては相当の多言語化がなされ
ており、また近々実施される予定であった。

・長谷寺界隈の実施調査の結果、外国人にとって駅またはパス停留所からのルートがかなり複雑であること
が判明した。また今井町同様、伝統的な日本の門前町であることを考え、周辺景観に併せて個数、デザイ
ン等を調整した。

・一部の神社仏閣では、寄贈された看板や案内等のリニューアルを肯定的にとらえない傾向もあった。特に
寄贈団体との調整、確認に時間がかかりそうな物件は一部多言語化を見送り、別物件を設置した。

＜各地区パンフレット＞

・桜井市、橿原市には、すでに多言語化された案内、バンフレツト等があり、各自治体からの要請により、現
状不足している言語の版を追加制作する事になった。桜井市は繁体字版、橿原市は英語版・繁体字版をそ
れぞれ作成する。

実地検証にあたってのプロセス

8.案内表示の手法


